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平成 29 年度予算概算要求に関する中部地方整備局関係の事業概要について 

お知らせします。 

 

 

 １．添付資料 

平成29年度予算概算要求に関する中部地方整備局関係の事業概要 

 ２．配布先 

中部地方整備局記者クラブ、名古屋港記者クラブ、 

岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、 

三重県政記者クラブ、三重県第二県政記者クラブ、 

飯田市記者クラブ、駒ヶ根市記者クラブ、伊那市記者クラブ、 

塩尻桔梗ヶ原記者クラブ、木曽合同庁舎記者室 

 

 ３．問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 

  ＜ 総  括 ＞ 企 画 課 長  澤田  守 電話 052-953-8127 

  会 計 課 長  高見澤 靖二 電話 052-953-8135 

  ＜公園関係＞ 都 市 整 備 課 長 神山 光弘 電話 052-953-8573 

  ＜住宅関係＞ 住 宅 整 備 課 長 山尾 耕平 電話 052-953-8574 

  ＜河川関係＞ 河 川 計 画 課 長 服部 洋佑 電話 052-953-8148 

  ＜道路関係＞ 道 路 計 画 課 長 草野 真史 電話 052-953-8168 

  ＜港湾関係＞ 港 湾 計 画 課 長 板生 考司 電話 052-209-6321 

  ＜海岸関係＞ 河 川 計 画 課 長 服部 洋佑 電話 052-953-8148 

  港 湾 計 画 課 長 板生 考司 電話 052-209-6321 

  ＜ 官庁営繕関係 ＞ 計 画 課 長  城谷 泰朗 電話 052-953-8185 

 



a

CsUser0
テキストボックス
.



 

 

 
 
 

平成２９年度 予算概算要求に関する 
中部地方整備局関係の事業概要 

 
 
 
 

 
 
 
 

平成２８年８月 
 

国土交通省中部地方整備局 



a

CsUser0
テキストボックス
.



 
 

平成２９年度 予算概算要求に関する 
中部地方整備局関係の事業概要 

 
目  次 

 

 

 

１．平成２９年度予算概算要求の基本方針 ・・・・・・・・P. 1 

 

２．整備箇所事例（個 表） ・・・・・・・・・・・・・・P. 6 

 

 

【参考】          ・・・・・・・・・・・・・・ P.38 

・新たな中部圏広域地方計画における市町村提案の実現に向けて 

・中部地域の建設業の概況 

 



a

CsUser0
テキストボックス
.



１．平成２９年度予算概算要求の基本方針 
 

＜現状の認識と目指すべき将来像＞ 

中部圏は、日本経済を牽引する「ものづくり」産業が集積する地域であ

り、世界遺産や美しい自然景観なども多く、文化・歴史・観光面でもポテ

ンシャルが高い地域です。当地域の更なる発展に向け、道路ネットワーク

や港湾機能の強化、安定的な水の供給対策、観光・交流拠点の形成や賑わ

い空間の創出などが求められています。 

一方、南海トラフ巨大地震や水害等への対応が急務であることから、施

設の耐震化や総合的な治水対策、津波・高潮対策なども重要です。 

  また、人口減少・高齢化社会の下で、我が国が経済成長を続けていくた

めには、社会全体の生産性を高めていく必要があります。 

これらを踏まえ、今年３月策定の新たな「中部圏広域地方計画」では、 

「暮らしやすさと歴史文化に彩られた 世界ものづくり対流拠点－中部」

の実現に向け、リニア効果

を最大化し、ものづくりを

基軸に、環太平洋、環日本

海に拓かれた世界規模で

グローバルに「ヒト・モ

ノ・カネ・情報」が対流す

る中部を目指していくこ

ととしています。 

 

 

＜基本方針＞ 

中部地方整備局では、「国民の安全・安心の確保」、「生産性向上による成

長力の強化」及び「地域の活性化と豊かな暮らしの実現」に重点的に取り

組みます。特に、今後の社会資本整備にあたっては、社会資本のストック

効果を発揮することで地域の生産性を向上させることにより、我が国の成

長を支えていきます。 
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各事業・施策分野においては、「中部ブロックにおける社会資本整備重

点計画」を踏まえ、ハード・ソフトを適切に選択・組合せ、目的・成果に

応じて重点化することにより、最大限の効果の発現を図ります。 

 

 

＜整備箇所事例＞ 

【治水関係】 

○設楽
し た ら

ダム建設事業 (０６)、新丸山
し ん ま る や ま

ダム建設事業(１４)  

木曽川中下流部、豊川
と よ が わ

下流部の洪水氾濫や渇水被害から人々の暮らしを

守るために、新丸山ダム、設楽ダムについて、引き続き本体着手に向け転

流工の整備を重点的に推進します。 

 

 ○木曽
き そ

川
がわ

下流河川改修事業 源
げん

緑
ろ く

地区他 (２０) 

日本最大の海抜ゼロメートル地帯を流下する木曽三川下流部で、南海トラ

フ巨大地震等に備え、河川堤防の耐震対策（液状化対策）を、引き続き重

点的に推進します。 

 

  ○大井川
お お い が わ

河川改修事業 牛尾
う し お

地区 (２６) 平成 29 年度完成予定 

「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取り組みの一環として、洪水を安全

に流すため、大井川牛尾地区で河道掘削を、平成２９年度の完成を目指し、

引き続き重点的に推進します。 

 

○天竜川
てんりゅうがわ

水系直轄砂防事業 (３４) 

天竜川
てんりゅうがわ

流域は重荒廃地や中央構造線が位置し、険しい地形と脆弱な地

質に囲まれていることから、引き続き土砂流出を防止する砂防堰堤の整

備を推進します。 

 

 
※（ ）内の数字は「２．整備箇所事例（個表）」に掲載しているページ番号です。
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【道路関係】 

○近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線名古屋
な ご や

環状２号線（名古屋
な ご や

西
に し

～飛島
と び し ま

） (０８) 

   名古屋
な ご や

西
に し

ＪCＴ～飛島
と び し ま

ＪＣＴ間（延長 12.1km）の早期開通を目指し、引き続き

事業を推進します。 

 

○東海
とうかい

環状自動車道 (１６) H29 一部開通予定 

岐阜県・三重県内において引き続き事業を推進するとともに、名神
め い し ん

高速道

路と接続する養老
よ う ろ う

JCT～養老
よ う ろ う

IC 間（延長 3.3km）の平成２９年度開通を目指

します。 

 

○国道 42 号松阪
ま つ さ か

多気
た き

バイパス (２２) H29 全線開通予定 

上川町
うえがわちょう

（延長 0.8km）の平成２８年度開通と八
は っ

太
た

町
ちょう

～下
し も

蛸路町
た こ じ ち ょ う

間（延長

1.1km）の平成２９年度開通による松阪
ま つ さ か

多気
た き

バイパスの全線開通を目指し、

引き続き事業を推進します。 

 

○伊豆
い ず

縦貫自動車道 (３０)  

天城北
あ ま ぎ き た

道路において、大平
おおだいら

IC～天城湯ヶ島
あ ま ぎ ゆ が し ま

IC 間（延長 5.1km）の平成３０年

度開通を目指します。 

 

○三
さ ん

遠南信
え ん な ん し ん

自動車 (３６) H29 一部開通予定 

長野県・静岡県・愛知県内において引き続き事業を推進するとともに、龍
たつ

江
え

IC～飯田
い い だ

東
ひがし

IC 間（延長 3.4km）の平成２９年度開通を目指します。 

 

 

【港湾関係】 

○名古屋港飛島
と び し ま

ふ頭地区ふ頭再編改良事業 (１０)   

飛島
とびしま

ふ頭地区の国際海上コンテナターミナル（水深１２ｍ）における岸壁の

大規模修繕と船舶の大型化に対応する増深改良（水深１５ｍ）について、引

き続き整備を推進します。 

 
※（ ）内の数字は「２．整備箇所事例（個表）」に掲載しているページ番号です。
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○清水
し み ず

港興津
お き つ

地区岸壁改良事業 (３２)   

   港内の物流機能の集約・再編とあわせて、老朽化が著しい岸壁おいて、将

来にわたり港湾施設として機能を発揮できるように、引き続き予防保全に基

づく補修事業を推進します。 

 

【海岸関係】 

○津
つ

松阪
ま つ さ か

港海岸直轄海岸保全施設整備事業 (２４)  

懸念される高潮や地震から背後住民の人命・財産を守るため、津
つ

地区（栗
くり

真
ま

町屋
ま ち や

工区、阿漕
あ こ ぎ

浦
うら

・御殿場
ご て ん ば

工区）において、引き続き既設堤防の老朽

化・液状化対策を推進します。 

 

○駿河
す る が

海岸直轄海岸保全施設整備事業 (２８) 

南海トラフ巨大地震等に伴う津波に対して、減災機能を発揮できるよう、引

き続き「粘り強い構造の海岸堤防」整備を推進します。 

 

 

【公園関係】 

○国営木曽
き そ

三川
さ んせ ん

公園 (１２) 

国営木曽
き そ

三川
さ んせ ん

公園のフラワーパーク江南における、新たな二期エリアの園

路整備を始めとして、桑名七里の渡し公園などの各拠点の早期完成を目

指し、引き続き整備を推進します。 

 

 

【官庁営繕関係】 

○高山地方合同庁舎 (１８)  

既存官署の耐震性能不足の解消等を図るとともに、地域の活性化に積極

的に貢献するよう、高山地方合同庁舎について、引き続き事業を推進しま

す。 

 

 
※（ ）内の数字は「２．整備箇所事例（個表）」に掲載しているページ番号です。 
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丸

山
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ム
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山
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ム
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渋
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川

揖 斐 川

富
士

川

天
竜

川

味
噌
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ム

岩
屋
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山
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ム
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速
道
路
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田

港

御
前
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港

清 水 港

田
子

の
浦

港

三
河
港

衣 浦 港

名 古 屋 港

津 松 阪 港
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三
遠
南
信
自
動
車
道
（
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）
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2
9
/
H
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開

通
予
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さ
ん
え
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し
ん

■
新

丸
山

ダ
ム
建

設
事
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ま
る
や

ま
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そ
さ
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せ

ん

■
国

営
木
曽
三

川
公
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（
国

営
公
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整

備
事
業

）
（
1
2
）

■
木

曽
川
下

流
河

川
改

修
事
業

〔
源
緑
地

区
外

〕(
2
0
）

げ
ん
ろ
く

き
そ

が
わ

■
津

松
阪
港
海

岸
直

轄
海
岸

保
全
施

設
整

備
事
業

（
2
4
）

つ
ま
つ
さ
か

■
駿
河
海
岸
直
轄
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
（2
8
）

す
る
が

■
大

井
川
河
川
改
修
事
業
〔
牛
尾
地
区
〕
（
2
6
）

H
2
9
完

成
予

定

お
お
い
が
わ

う
し
お

国
営
木
曽
三
川
公
園

■
東

海
環

状
自

動
車

道
（
1
6
）

H
2
9
/
H
3
0
/
H
3
1

一
部

開
通

予
定

と
う
か

い

■
名

古
屋

港
飛

島
ふ

頭
地
区

ふ
頭

再
編

改
良
事
業
（
1
0
）

な
ご

や
と
び
し
ま

■
伊

豆
縦
貫
自
動
車
道
（
3
0
）

Ｈ
3
0
一
部
開
通
予
定

い
ず

■
清
水
港

興
津

地
区
岸
壁
改
良
事
業
（
3
2
）

し
み

ず
お
き
つ

■
国

道
4
2号

松
阪

多
気
バ
イ
パ

ス
（
2
2
）

H
2
9

全
線

開
通
予
定

ま
つ

さ
か

た
き

※
予
算
状
況
等
に
よ
り
開
通
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
天
竜
川
水
系
直
轄
砂
防
事
業
(3
4
)

て
ん
り
ゅ
う
が

わ

■
設

楽
ダ
ム
建
設
事
業
（
0
6
）

し
た
ら

中 部 国 際 空 港

四 日 市 港

た
か

や
ま

■
高

山
地
方
合
同
庁
舎
（
1
8
）

■
河

川
関

係

■
海

岸
関

係

■
公

園
関

係

■
道

路
関

係

■
港

湾
関

係

■
官

庁
営

繕
関

係

■
近

畿
自
動
車

道
伊

勢
線

名
古
屋
環

状
２
号

線

（
名

古
屋

西
～

飛
島
）
（
0
8
）

き
ん

き
い

せ

な
ご

や
に

し
と
び

し
ま

な
ご

や
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２．整備箇所事例（個 表） 
 

個表－０１                     【事業主体：国】 

設楽
し た ら

ダム建設事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

豊
とよ

川
がわ

流域には約５９万人が生活し、この地域の産業・経済・社会・文化の発展の基盤を

築いてきました。一方、洪水時には、破堤による氾濫等により人家や農作物等に多大な被

害をもたらし、渇水時には、度々取水制限や水道用水の減圧給水が行われ、農作物の発育

不良などの被害が生じています。 

そのため、本事業では設楽
し た ら

ダムを建設することにより、 
洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい用水、 
水道用水の供給を行います。 
 
 
２．事業箇所 

愛知県北設楽郡
きたしたらぐん

設楽町
したらちょう

 

（豊
とよ

川
がわ

水系豊
とよ

川
がわ

） 

 
 
３．現在の事業状況 
用地補償、付替道路工事の進捗を図るとともに、平成２８年度から早期の本体着手に向

けて転流工の整備に着手。 

転流工位置図 

愛知県

静岡県

長野県
岐阜県

三重県

名古屋
○ 

豊川●

設楽ダム 

用地補償の進捗状況（平成 28 年 3 月現在）

設楽ダム完成予想図 

付替県道設楽根羽線の施工状況

家屋移転

（124世帯）

用地取得

（約300ha）

※数字は水没地のみの面積

約85%
（約259ha）

100%（124世帯）
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４．整備効果 
○重点：国民の安全・安心の確保・・・洪水被害の軽減 

 設楽
し た ら

ダムを建設することにより、計画規模（年超過確率1/150規模）の洪水に対して、基

準地点である石田
い し だ

で計画流量7,100m3/sを1,000m3/s減らすことにより、河川の水位を1m下

げることが可能となる。 

 

 
計画規模（年超過確率1/150規模）の洪水が発生した場合のイメージ 

 

                        

○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・安定的な水の供給 

 設楽
し た ら

ダムを建設することにより、10年に1回発生する規模の渇水において、河川流量を 

増加させ、河川環境を保全するとともに、既得用水の取水の安定化を図る。 

 

 
 

 
 

0.0m3/s 時の状況 

（大野頭首工下流） 

1.3m3/s 時の状況(ダム完成後のイメージ) 

（大野頭首工下流） 
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個表－０２                     【事業主体：国】 

近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線 名古屋環状２号線（名古屋
な ご や

西
にし

～飛島
とびしま

） 
 

１．事業の必要性及び概要 

近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線は、名古屋市から伊勢
い せ

市に至る延長約

８１ｋｍの高速自動車国道です。うち当該区間（名古屋
な ご や

西
にし

～

飛島
とびしま

（延長 12.2km））は、名古屋環状２号線の一部区間とし

て、都市内の渋滞緩和等を目的とした名古屋圏の環状道路を

形成しており、国道３０２号との複断面により構成されてい

ます。 

 

 

２．事業箇所 

名古屋市中川
なかがわ

区 ～ 愛知県海部
あ ま

郡飛島
とびしま

村 

 

 

３．現在の事業状況 

 【名古屋
な ご や

西
にし

JCT～飛島
とびしま

JCT（仮称）（延長 12.2km）】 

・早期開通に向け、橋梁工事等を推進中。 

 

 
 

 

橋梁工事が進む 

梅之郷
う め の ご う

交差点付近 

橋梁工事が進む 

飛島
と び し ま

大橋 

H28.6 撮影 H28.6 撮影

至 名古屋西 

ＪＣＴ 

至 飛島ＪＣＴ 

至 名古屋西ＪＣＴ

至 飛島ＪＣＴ 
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４．整備効果 

○重点：生産性向上による成長力の強化・・・物流の効率化 

 
円滑な物流ネットワークの確保で、物流輸送を効率化し、経済成長を実現！

名古屋港飛島ふ頭地区のコンテナターミナルの整備により、海外向け自動車部品等
のコンテナ貨物取扱量は約２０年で約３倍に増加

名古屋環状２号線西南部の整備により、小牧市物流センターから飛島ふ頭への物流
の回旋数（１日２回往復→３往復）を高め、物流を効率化

【開通前】往復139分

【開通後】往復95分
物流センター ⾶島ふ頭

44分短縮

１台当たり
１日２往復から３往復へ

物流の効率化

■飛島ふ頭地区のコンテナ貨物取扱量の推移 ■飛島ふ頭への物流効率化

0

1,000

2,000

3,000

H1 H6 H11 H16 H21 H26

出典：名古屋港管理組合「名古屋港統計年報」
：コンテナ貨物取扱量 ：⾃動⾞部品取扱量

（万トン）
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個表－０３                     【事業主体：国】 

名古屋
な ご や

港飛島
とびしま

ふ頭地区ふ頭再編改良事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

中部圏で生産される自動車部品・産業機械等の東南アジ 

ア向けコンテナ貨物の増加やコンテナ船の大型化に対応す 

るため、名古屋
な ご や

港飛島
とびしま

ふ頭地区において、既存施設の老朽 

化対策と併せて港湾施設の増深改良を行います。 

 

２．事業箇所 

愛知県海部
あ ま

郡飛島
とびしま

村 

 

３．現在の事業状況 

岸壁の改良を行うための設計や施工検討を行うとともに、現地着手に向けて関係者調

整を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の現状が判る写真を掲載。 
写真の位置、方向を記載して下さい。 

愛知県

名古屋港

 

岸壁(水深 15m)(改良) 

泊地(水深 15m) 

航路･泊地(水深 15m) 

伊勢湾岸自動車道 

名古屋
な ご や

市 

海部
あ ま

郡飛島
とびしま

村 

弥富
や と み

市 

金 城
きんじょう

ふ頭 

飛島
とびしま

ふ頭 

鍋田
な べ た

ふ頭 

弥富
や と み

ふ頭 

名古屋
な ご や

港全景 
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４．整備効果                

○重点：生産性向上による成長力の強化・・・物流の効率化 

＜コンテナ船の大型化への対応＞ 

これまで 2,000 個積コンテナ船の着岸しかできなかった施設を増深することにより、

5,000 個積大型コンテナ船の着岸が可能となり、輸送コストの低減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンテナターミナルの一体利用＞ 

当該岸壁を隣接岸壁の水深まで掘り下げること、かつガントリークレーンのレール幅

を統一することにより、延長 1,400m のコンテナターミナルとして一体的かつ柔軟な利用

が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状】  【整備後】

【W93 岸壁（水深 15m）と R1 岸壁（水深 12m）の境界（ガントリークレーン レール幅の違い）】 

水深 12m 
水深 15m 

【現状】 【整備後】

2,000 個積 
5,000 個積 
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個表－０４                     【事業主体：国】 

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業） 

１．事業の必要性及び概要 
本公園は、東海地方の広域的レクリエーション需要に対応 

するため、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）が有する広 
大なオープンスペースを活用して設置した国営公園です。 
昭和55年度から事業着手し、昭和62年10月に木曽三川公園 

センターを一部供用開始して以来、順次整備エリアを拡げ、 
平成27年度には、部分開園を含む13拠点の全てを開園 
（H28年4月1日現在、約288ha）し、年間入園者は初めて1,000 
万人を越えました（H27年度実績）。 

国営木曽三川公園は全国の国営公園の中で、入場者数が一 

番多い公園です。今後、未供用区域の整備を進め追加供用することにより、さらなる利

用促進を図ります。 

 平成 29 年度は、フラワーパーク江南における、新たな二期エリアの園路整備を始めと

して、桑名七里の渡し公園などの各拠点の早期完成を目指すための整備を引き続き推進

します。 

２．事業箇所 

  岐阜県各務原
かかみがはら

市川島
かわしま

笠田
か さ だ

町、羽島
は し ま

市桑原
くわばら

町、海津
か い づ

市海津
か い づ

町、 

愛知県江南
こうなん

市小杁
お い り

町、愛西
あいさい

市立田
た つ た

町、 

三重県桑名
く わ な

市
し

住吉
すみよし

町 等 

３．現在の事業状況 

・フラワーパーク江南や桑名七里の渡し公園等において、敷地造成及び園路広場整備を実

施するなど、公園の各拠点において、早期完成を目指すための整備を実施。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国営木曽三川公園の主な拠点 

Ⅰ期エリアの開園状況 

桑名七里の渡し公園 

(三重県桑名市) 

開園状況 

一期エリア 

二期エリア 

木
曽
川 

フラワーパーク江南 

(愛知県江南市) 
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４．整備効果                   

○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・賑わいの場の創出 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
○平成２７年度の年間入園者数は、１,０２６万人と開園以来初めて１,０００万人を突破。

（全国の国営公園の中で第１位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国営公園を利用したイベント開催により、地域の活力・魅力づくりに貢献。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○地域防災計画における一次避難地としての活用や当該避難地における防災訓練など、地

域の防災・減災機能強化に貢献。 
 

国国営営木木曽曽三三川川公公園園ににおおけけるる年年間間入入園園者者数数がが、、約約１１，，００００００万万人人をを突突破破

◆地域主催のイベントの実施などにより地域の活力・魅力づくりに貢献。 

◆防災訓練での利用など地域の防災・減災機能の強化に貢献。  

地域の活力・魅力づくり 

地域の防災・減災機能の強化

単年度入園者数および累計入園者数の推移 

夏フェス 

（河川環境楽園：岐阜県各務原市） 
マラソン大会 

（かさだ広場・各務原アウトドア

フィールド：岐阜県岐南町） 

海津マルシェ 

（アクアワールド水郷パーク

センター：岐阜県海津市） 

一次避難地 

（木曽三川公園センター： 

岐阜県海津市） 

水防訓練 

（桜堤サブセンター： 

岐阜県羽島市）

防災訓練 

（東海広場：愛知県愛西市）
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個表－０５                     【事業主体：国】 

新丸山
しんまるやま

ダム建設事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

木曽川
き そ が わ

は我が国有数の大河川であり、流域には約２３５万人が生活し、この地域の

産業・経済・社会・文化の発展の基盤となっています。一方、下流部は、我が国最大

のゼロメートル地帯であり、ひとたび災害等が発生した場合には、被害は甚大となり

ます。 

そのため、本事業では既設丸山ダムの堤体を嵩
かさ

上げし、洪水調節機能を強化するこ

とにより、木曽川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守るとともに、流水の正常

な機能の維持及び発電を行います。 

 
 
２．事業箇所 

右岸：岐阜県加茂郡
か も ぐ ん

八百津町
や お つ ち ょ う

 

左岸：岐阜県可児郡
か に ぐ ん

御嵩町
みたけちょう

 

（木曽川
き そ が わ

水系木曽川
き そ が わ

） 

 
 
３．現在の事業状況 

国道４１８号、県道井尻
い じ り

八百津
や お つ

線の付替道路工事の進捗を図るとともに、平成２８

年度から早期の本体着手に向けて転流工の整備に着手。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新丸山ダム完成予想図 転流工完成予想図 

呑口 

吐口 

仮排水 

トンネル 

付替県道井尻八百津線（橋梁工事） 付替国道４１８号（潮見地区） 

三重県 

愛知県 

岐阜県 

静岡県 

長野県 

木 
曽 
川 

名古屋 

新新丸丸山山ダダムム  
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４．整備効果 

○重点：国民の安全・安心の確保・・・洪水被害の軽減     

昭和５８年９月の台風１０号及び秋雨前線による戦後最大洪水が越水したことによ

り、美濃加茂
み の か も

市及び坂祝
さかほぎ

町、可児
か に

市などで甚大な被害が発生。河川改修と合わせ新丸

山ダムを整備することにより、同規模の洪水を安全に流下させることが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・移動時間の短縮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備計画河道で新丸山ダムがある場合T.P.+65.1m

洪水を安全に調整し、
水位をH.W.L以下に低下

現況河道で新丸山ダムがない場合T.P.+68.9m

H.W.L. T.P.+65.8m

平水位

児市 美濃加

整備計画河道で新丸山ダムがある場合T.P.+65.1m

洪水を安全に調整し、
水位をH.W.L以下に低下

現況河道で新丸山ダムがない場合T.P.+68.9m

H.W.L. T.P.+65.8m

平水位平水位

児市 美濃加

昭和58年9月洪水での浸水範囲 

可
児
市 

坂
祝
町 

死者・行方不明者：４名 
被災家屋：４,５８８戸 

写真3:河川敷に置かれた水害廃棄物 

※写真1,2,3はS58.9出水の被災状況 

写真2:消防団員により救出される被災者 

写真1:軒下まで浸水した家屋 

昭和58年9月洪水と同規模洪水が発生した場合の新丸山ダムの効果 

（河口から67.0km付近）           

新丸山ダムがない場合（河川改修前）T.P.68.9m 

新丸山ダムがある場合（河川改修後）T.P.65.1m 

水位を約 3.8 ｍ低下させ 

洪水を安全に流すことが 

可能となり浸水が解消 

▽通常の水位 

美
濃
加
茂
市 

可
児
市 

67.0km 

新丸山ダム 

八百津町 

市街地 
整備区間 

恵那市

飯地地区

供用区間 

県道篠原八百津線

付替国道４１８号 

県道恵那八百津線 

付替国道４１８号 

潮見 

美
濃
加
茂
市 

迂回 

    現  道 

    付替区間（供用済） 

    付替区間（整備中） 

付替道路により八百津
や お つ

町市街地～恵那
え な

市飯地
い い じ

地区間の移動時間の大幅な短縮 

   県道篠原
すずはら

八百津線・県道恵那八百津線経由：約７５分 

   付替国道４１８号（丸山バイパス）経由 ：約３５分 

約４０分短縮
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個表－０６                     【事業主体：国】 

東海
とうかい

環状自動車道 
 

１．事業の必要性及び概要 

東海
とうかい

環状自動車道は、名古屋市を中心に半径 30～

40km 圏に位置する豊田
と よ た

・瀬戸
せ と

・岐阜
ぎ ふ

・四日市
よっかいち

等の諸都

市を相互に連絡し連携強化を図るとともに、新東名･

名神等と一体となって名古屋
な ご や

港・四日市
よっかいち

港等へのアク

セス向上による地域活性化・地域開発の支援、既存道

路の交通混雑の緩和等を目的とした名古屋圏の環状道

路を形成する延長約 160km の高規格幹線道路です。 

平成２８年８月１１日に東員
とういん

IC～新四日市
しんよっかいち

JCT 間延

長 1.4km が開通し、全体の約５割（約 83km）が開通し

ています。 

 

２．事業箇所 

愛知県豊田
と よ た

市 ～ 三重県四日市
よっかいち

市 

 

３．現在の事業状況 

【関
せき

広見
ひ ろ み

IC～養老
ようろう

IC（延長 44.2km）】 

・平成２９年度の開通に向け、養老
ようろう

JCT～養老
ようろう

IC(仮称)間（延長 3.3km）の橋梁工事等 

を推進中。 

・平成３１年度の開通に向け、関
せき

広見
ひ ろ み

IC～高富
たかとみ

IC(仮称)間（延長 8.4km）及び 

大野
お お の

・神戸
ご う ど

IC(仮称)～大垣
おおがき

西
にし

IC 間（延長 7.6km）の用地買収、橋梁工事等を推進中。 

・残る区間についても早期開通に向け、事業推進中。 

【養老
ようろう

IC～北勢
ほくせい

IC（延長 18.0km）】 

・早期開通に向け、用地買収、改良工事等を推進中。 

【北勢
ほくせい

IC～新四日市
しんよっかいち

JCT（延長 14.4km）】 

・平成３０年度の開通に向け、大安
だいあん

IC(仮称)～東員
とういん

IC 間（延長 6.1km）の 

用地買収、橋梁工事等を推進中。 

・残る区間についても早期開通に向け、事業推進中。 

 

 

 

 

 

H２９年度開通に向け橋梁工事が進む 

養老
よ う ろ う

ＪCＴ付近 

H３１年度開通に向け橋梁工事が進む 

福田
ふ く た

町
ちょう

付近 

至 大垣西 IC 

H28.6 撮影H28.7 撮影 至 大野・神戸 IC 
至 養老 IC 

養老 JCT
大垣西 IC 

至 養老 JCT 
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４．整備効果 

○重点：生産性向上による成長力の強化・・・企業立地の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 大野・神戸 IC

17 19
30

13 14

19

10.5 

13.0 
15.1 

3.9  4.4 
5.7 

‐8

‐4

0

4

8

12

16

0

20

40

60

80

100

120

H12 H17 H26

民需誘発！東海環状自動車道沿線に道路の開通を見据えた企業立地が促進！！

東海環状自動車道には、約１３０企業が立地し、約３万人の雇用が創出

沿線の製造品出荷額等は、東回り約１．４倍、西回り約１．５倍に増加

屋井工業団地では、道路の開通を見据えた企業立地により平成２８年７月に完売

■東海環状自動車道沿線に立地する工業団地

■道路の開通を見据えて完売した工業団地

関広見IC

■工業団地と製造品出荷額等の推移

H12：東回り全線⼯事着⼿
H17：東回り開通直後
H26：最新値

約1.4倍
製
造
品
出
荷
額
等
（兆
円
）

工
業
団
地
（箇
所
）

約1.5倍

約1.6倍

工

製造品出荷額等（兆円）
工業団地（箇所） 西回り沿線市町計 東回り沿線市町計

自動車製造
写真提供：トヨタ自動車（株）

東海環状自動車道
（西回り）

東海環状自動車道
（東回り）

新四日市JCT

H30年度

東員ＩＣ

（大安ＩＣ）

H29年度

（養老IC）

養老JCT

大垣西IC

H31年度

（大野・神戸IC）

H28.8.11

開通

凡例 H12年までに完成した工業団地（30箇所）

H13年以降に完成した工業団地（19箇所）

四日市港

名古屋港
豊田東JCT

（高富IC） H31年度

屋井工業団地

（年）

出典：【工業団地】自治体調査結果」、【製造品出荷額等】経済産業省「工業統計」

屋井工業団地
H28.7完売

自動車企業
H28.7立地決定

自動車企業
H25.10、H26.3決定

（大野・神戸IC）

（北勢IC）

（岐阜IC）

（糸貫IC）
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個表－０７                     【事業主体：国】 

高山
たかやま

地方合同庁舎（庁舎整備） 
 

１．事業の必要性及び概要 

既存官署の耐震性能不足及び老朽化による不具合の解消

を図るとともに、新たなまちづくり空間やにぎわいの創出

等により、地域の活性化に積極的に貢献するよう合同庁舎

の整備を行います。 

 

 

２．事業箇所 

岐阜県高山
たかやま

市 

 

 

３．現在の事業状況 

 ・設計等を実施します。 

 

 

 

【整備概要】 

庁舎： 

鉄筋コンクリート造 

地上４階建 

延べ面積５，５５７㎡ 

車庫： 

木造 

平家建 

延べ面積  ２６１㎡ 

自転車置場： 

木造 

平家建 

  延べ面積   ６３㎡ 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N

１００ｍ

岐阜県 

高山地方合同庁舎 

    高山地方合同庁舎（計画地） 

ＪＲ高山駅 

入居予定官署 

【凡例】 

職業安定所 法務局・検察庁
自衛隊

税務署

市役所

高山市シビックコア地区 
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４．整備効果 

○重点：国民の安全・安心の確保・・・耐震性能の強化 

 

・高山地方合同庁舎の整備により、入居予定官署の耐震性能不足、経年による老朽、狭隘

等の問題を解消し、利用者の安全・安心と利便性を確保。 

 

・合同庁舎は高山駅を中心としたシビックコア地区整備計画において主要な施設に位置付

けられており、市と連携し、地域の個性を尊重した魅力あるまちづくりに貢献。 

 併せて、既存官署の移転・跡地の有効活用等により、新たなまちづくり空間・にぎわい

が創出され、地域と連携した活性化の取組みに積極的に貢献。 

 

 

合同庁舎周辺の整備イメージ図 

19



個表－０８                     【事業主体：国】 

木曽
き そ

川
がわ

下流河川改修事業［源
げん

緑
ろく

地区他］ （木曽
き そ

川
がわ

水系） 
 

１．事業の必要性及び概要 

切迫する南海トラフ巨大地震に備えるため、津波浸水リスクの高いゼロメートル地帯に

おいて河川堤防等の耐震対策を実施し、早期に安全性の向上

を図ります。 

平成 28 年予算においては、木曽川源
げん

緑
ろく

地区、揖斐川白
はっ

鶏
けい

・

城南
じょうなん

地区の、河川堤防の耐震対策（液状化対策）を実施しま

す。 

 

２．事業箇所 

三重県桑名
く わ な

郡木曽岬
き そ さ き

町 

三重県桑名
く わ な

市 

 

 

３．現在の実施状況  

河川堤防の耐震対策を推進中 

 

 

 

木曽川下流源緑地区外 

河川改修事業 

【位置図】

 凡 例

平成２７年度まで 

平成２８年度

平成２９年度以降 

日本最大のゼロメートル地帯が広がる濃尾平野 

東名阪自動車道 

伊勢湾岸自動車道 

国道 1 号 愛知県

三重県 

桑名市 

桑名市 
長島町 

木曽岬町

愛西市

三重県

木
曽
川 

揖
斐
川 

長
良
川 

国道 23 号 

非液状化層

注）図の着色は、平成 28 年 4月時点のものであり、 

今後の現場状況等により変更する場合があります。

弥富市
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４．整備効果 

○重点：国民の安全・安心の確保、生産性向上による成長力の強化・・・耐震性能の強化 

地震による堤防沈下を抑制し、津波による浸水被害を軽減 
 

 □木曽三川下流部の想定浸水区域(津波)と生産・観光拠点位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震対策の実施による安全度向上、生産性向上に大きく寄与。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□木曽川と揖斐川に挟まれる桑名市長島町は、日本でも有数の一大観光エ

リアとして展開されており、現在では、年間約７００万人の観客動員を実現。 

桑名市・木曽岬町は、平成 25 年 10 月に「アジア No,1 航空宇宙産業クラスタ

ー形成特区」の指定を受ける生産拠点などが立地。 

□耐震対策におけるコスト縮減 

・流下能力向上を目的とした河道掘削で発生した     耐震対策現場 

しゅんせつ砂を耐震工法の砂杭に利用すること    （静的圧入締固め砂杭工法） 

により、現在までに約 3.0 億円のコスト縮減を 

実施。 

 

 河道掘削（しゅんせつ現場） 

河道掘削で発生し

た砂を耐震対策に

活用しコスト縮減 

生産拠点 

生産拠点 

生産拠点 

浸水想定区域 

愛知県 
木
曽
川 

揖
斐
川 

三重県 

長
良
川 

桑名市 

桑名市

長島町

木曽岬町 

愛西市

三重県 

伊勢湾岸自動車道

国道 23 号

国道 1 号

東名阪自動車道

観光施設 

観光施設 

ゼロメートル地帯

弥富市
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個表－０９                     【事業主体：国】 

国道４２号 松阪
まつさか

多気
た き

バイパス 
 

１．事業の必要性及び概要 

国道４２号松阪
まつさか

多気
た き

バイパスは、松阪
まつさか

市街地の環状機能を

併せ持ち、通過交通回避による松阪
まつさか

市内の慢性的な交通渋滞

の緩和と交通死亡事故の減少を目的に計画された延長 11.9km

の道路です。これまでに、全体の約８割（約 10km）が開通し

ています。 

 

 

２．事業箇所 

三重県松阪
まつさか

市 ～ 三重県多気
た き

町 

 

 

３．現在の事業状況 

・平成２８年度の開通に向け、上川
うえがわ

町
ちょう

（延長 0.8km）の橋梁工事等を推進中。 

・平成２９年度の開通に向け、八
はっ

太
た

町
ちょう

～下蛸路
しもたこじ

町
ちょう

間（延長 1.1km）の橋梁工事等を 

推進中。（※松阪
まつさか

多気
た き

バイパス全線開通） 

 

 
 

 

H２９年度開通に向け橋梁工事が進む 

下蛸路町
し も た こ じ ち ょ う

付近 

H２８年度開通に向け橋梁工事が進む 

上川町
うえがわちょう

付近 

H28.8 撮影

松阪多気バイパス

三重県

H28.8 撮影

至 松阪市 

至 多気町 

至 松阪市 

至 多気町 
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４．整備効果 

○重点：生産性向上による成長力の強化・・・物流の効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松阪多気バイパス沿線で国産初のジェット旅客機ＭＲＪの尾翼を生産！

ＭＲＪの尾翼生産を担う松阪クラスターが形成され、平成28年秋より稼働予定

生産された尾翼は松阪多気バイパスを利用し、最終組立工場(愛知県内)へ輸送

松阪多気バイパスの整備により、航空関連企業と航空機最終組立工場とのアクセス

が向上し、国産初のジェット旅客機ＭＲＪの量産を支援

■松阪多気バイパスによる安定輸送ルートの構築

Ｈ２８年度
開通見通し

Ｈ２９年度
開通見通し

国
道
42
号

松
阪
多
気
バ
イ
パ
ス

⾄
伊
勢

⾄名古屋

⾄尾鷲

松阪市役所

多気町役場

宮町
交差点

出典：松阪市ＨＰ

松阪中核工業団地

松阪中核工業団地

H28秋から小型ジェット

旅客機（MRJ）の尾翼を生産

【渋滞状況（現道42号宮町交差点）】
みや まち

最終組立工場

松阪市役所

松阪中核工業団地

航空関連企業
（アジアNo.1航空宇宙産業クラスター
形成特区事業者）

凡 例

国道

主要地方道

一般県道

市郡行政界

松阪多気バイ パス

主要渋滞箇所

市街地を迂回する
安定輸送ルートが実現

小津町
交差点

⾄ 尾鷲

⾄ 国道23号

三菱重⼯業（株）
の声

⾛りやすさ、安全
性の観点から、
国道42号松阪多気
バイパスを経由
した輸送を考えて
います。

［所要時間の算定方法］

開通前ルート：H22センサス混雑時旅行速度より算出

開通後ルート： H22センサス混雑時旅行速度より算出（開通予定区間は前後開通済区間
の平均値を使用）

松阪クラスター

最
終
組
立
工
場

将来的に

月10機

ペースで

生産予定

松阪中核工業団地～小津町交差点の所要時間

松阪多気バイパス

拡⼤図

愛知県

三重県

三菱重工業（株）松阪工場
（航空機部品工場に改装中）
平成２８年秋量産開始予定

※紀勢国道事務所ヒアリング調査（H27.12）

9分短縮！

上川町

上川町

下蛸路町

八太町

開通前ルート

開通後ルート

開通前

約３０分

開通後

約２１分
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個表－１０                     【事業主体：国】 

津
つ

松阪
まつさか

港海岸 直轄海岸保全施設整備事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

津
つ

松阪
まつさか

港海岸は、整備後 50 年以上が経過し、老朽化が進

行するとともに、天端高さが不足しており、再び高潮によ

る甚大な浸水被害が懸念されています。また、耐震性が不

足しており、地震発生時には液状化による沈下の恐れがあ

り、堤防の改良が必要になっています。 

このため、平成23年度から新規着工した津
つ

地区（栗
くり

真
ま

町屋
ま ち や

工区、阿漕
あ こ ぎ

浦
うら

・御殿場
ご て ん ば

工区）において、堤防の改良を行い

ます。 

 

２．事業箇所 

三重県津
つ

市 

 

３．現在の事業状況 

・堤防の老朽化対策及び液状化対策を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県

津松阪港海岸

整備後の堤防（栗
く り

真
ま

町屋
ま ち や

２工区） 整備前の堤防（栗
く り

真
ま

町屋
ま ち や

２工区） 

栗
くり

真
ま

町屋
まちや

工区 

阿漕
あ こ ぎ

浦
うら

・御殿場
ご て ん ば

工区

津
つ

市 

津
つ

地区 
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４．整備効果            

○重点：国民の安全・安心の確保・・・高潮・津波被害の軽減 

＜浸水リスクの低減により、背後地域が活性化＞ 

・海岸堤防の計画天端高さを確保し、海岸堤防の機能を維持することで、高潮や地震

後の津波による背後地域への浸水を防護し、背後住民の安全・安心を確保します。 

 

 

 

・海岸堤防の整備に合わせて、背後地域の宅地開発が進んでいます。 

・加えて、背後地域に企業・病院の新たな設備投資や公共施設が新設されるなど、 

周辺地域の活性化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

：堤防整備完了（H4d～H23d）

津松阪港海岸

津市 松阪市

：堤防整備中（H23d～H35ｄ）

5区画（約1,000m2）

497区画
（約100,000m2）

11区画（約2,000m2）

62区画（約12,000m2）

5区画（約1,000m2）

13区画（約2,600m2）

32区画（約6,400m2）

31区画（約6,000m2） 4区画（約1,000m2）

15区画（約3,000m2）

5区画（約1,000m2）

：堤防整備開始後の宅地開発（一部）

キャンプ場

リサイクルセンター

福祉施設

キャンプ場

小学校

防災センター

：堤防整備開始後の公共施設等の立地

化学メーカー

大学病院

【現状 】  【整備後】
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個表－１１                     【事業主体：国】 

大井
お お い

川
がわ

河川改修事業［牛尾
う し お

地区］ （大井
お お い

川
がわ

水系） 
 

１．事業の必要性及び概要 

大井川牛尾地区では、河川整備計画目標流量を計画高水位以下で安全に流下させるた

めの河道断面が確保されておらず、洪水時の流下能力が著しく不足している。そのため、

平成２７年９月関東・東北豪雨を受けて策定した「水防災意識社会再構築ビジョン」の

取り組みの一環として河道掘削を実施し、早期に治水安全度の向上を図ります。 

 

 

２．事業箇所 

静岡県島田
し ま だ

市 

 

 

３．現在の実施状況 

 ・牛尾山の掘削を推進中 

（平成２９年度完成予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大井川牛尾地区  

河川改修事業 

位置図 

標準的な施工断面 

 凡 例 

平成２７年度まで 
平成２８年度 

平成２９年度以降 

▽計画高水位 

河道掘削
河道掘削 

河道掘削 

法面保護

新東名高速道路 

←至名古屋 至東京→ 

牛尾山 

大井川 

河道掘削 

河道掘削
河道掘削

法面保護 

注）図の着色は、平成 28 年 4月時点のものであり、 

今後の現場状況等により変更する場合があります。 
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４．整備効果                

○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・企業立地の誘発 

＜平成の大改修が地域の未来を支える＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛尾山 

□水防災意識再構築ビジョン：ソフト対策の取組【歴史副読本の寄贈と河川防災講座：安倍川の事例】

大井川の治水安全度が 

飛躍的に向上 

地

域

平 成 24 年  造 成 前

イ 

ン 

フ 

ラ 

完 成 イ メ ー ジ

治水上ネックの狭窄部を 

 平成の大改修として開削！ 

企業誘致を決定
今まで農地利用が主体だった 

牛尾山の狭窄部対策工

事で、島田市の治水安全

度が向上し、企業誘致等

によるまちづくりにつ

ながった。 

〈島田市長の声〉

島田の新東名ＩＣ周辺 「にぎわい拠点」

平成 30 年 5 月着工目指す

新

駅

建

設

検

討

交

流

人

口

拡

大

地域活性化 

拠点施設イメージパース 

平

成

29

年

完

成

予

定

大井川の治水上の課題に｢平成の大改修｣として着手し

たことが、企業誘致等、地域の未来を支えるまちづくり

のきっかけに！ 
 

新東名高速道路の開通(H24.4)に合わせて島田金谷ＩＣ

が整備されたことも要因の一つ。 
 

島田市では、｢新東名島田金谷ＩＣ周辺まちづくり構想

（平成 27 年 3 月 26 日）｣を策定、企業誘致を決定。 

□安倍川治水の歴史を学び防災意識を育んでいただくため、小学生 

用の副読本 「徳川家康公と安倍川物語」を作製し、静岡市教育委 

員会を通じて沿川小学校へ寄贈。 

□新聞報道や副読本を読んだ教育関係者及び経済界などからの多 

数の問い合わせが有り、地域からの要請を受けて、各地で『河川防

災講座』を実施中。 

副読本で、郷土の歴史を学んだ児童たち 

副読本の贈呈式の様子（H28.5.18）

河川防災講座の様子 

（H28.6.2 高齢者学級みのり大学） 

河川防災講座の様子 

（H28.6.29 静岡市立井宮小学校） 

整備後 450m 

現況：300m 

now future 現 在  将 来 
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個表－１２                     【事業主体：国】 

駿河
す る が

海岸直轄海岸保全施設整備事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

駿河
す る が

海岸は、大井
お お い

川
がわ

からの土砂供給量の減少や大井
お お い

川
がわ

港等による沿岸漂砂の遮断等に

より海岸侵食が顕著となっており、過去幾度となく高潮災害に見舞われています。この

ため、離岸堤等の整備を実施し、早期の高潮・侵食に対する安全性の向上を図ります。 

また、当海岸は南海トラフ巨大地震等に伴う津波により甚大な被害が想定されること

から、Ｌ１を超える津波に対しても減災機能を発揮する粘り強い構造の堤防等の整備を

推進します。 

 

 

 

２．事業箇所 

静岡県焼津
や い づ

市、吉田
よ し だ

町 

 

 

 

３．現在の事業状況 

 有脚式離岸堤、養浜工を進めるとともに、 

平成２８年度より粘り強い構造の堤防整備に着手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡　　　例

平成29年度以降

平成28年度

平成27年度まで

樹林 

盛土 

③裏法尻部保護工の設置 

海側 陸側

②裏法被覆工の改良 

①天端保護工の改良 

市町で整備 

粘り強い構造の海岸堤防イメージ図 

駿河海岸
するが 

位置図

静岡県 

焼津市 
や い づ 粘り強い構造の堤防 

養浜
おおいがわ 

大井川工区
やいづ 

焼津工区 

有脚式離岸堤

かわじり 

川尻工区 

粘り強い構造の堤防

かわじり 

川尻工区 吉田町 
よ し だ

お
お
い 

大
井
川
→ 

注）図の着色は、平成 28 年 4月時点のものであり、 

今後の現場状況等により変更する場合があります。
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４．整備効果           

○重点：国民の安心・安全の確保・・・津波被害の軽減 

＜南海トラフ巨大地震に対する被害が約２～３割減少＞ 

 

 

 

 

 

 

浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される被害軽減効果 

 

 

 

 
                        ※想定被害者数は最大５割減少も 

 

吉田町 

■南海トラフ巨大地震が発生し、津波が来襲した場合、駿河海岸沿岸における津波によ

 る浸水区域内の人口は、約 20,300 人と想定される。 

■粘り強い構造の海岸堤防を整備することで、津波来襲時における減災効果を発揮し、

海岸堤防の浸水区域内の人口は、約 15,300 人まで低減する効果が期待される。 
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個表－１３                     【事業主体：国】 

伊豆
い ず

縦貫自動車道 
 

１．事業の必要性及び概要 

伊豆
い ず

縦貫自動車道は、静岡県沼津
ぬ ま づ

市から下田
し も だ

市に至る延長約６０ｋｍの高規格幹線道路で

す。伊豆
い ず

半島部への高速交通サービスの提供及

び観光交通の集中による慢性的な交通混雑の

緩和を目的とする道路で、これまでに約３割

（延長 15km）が開通しています。 

 

２．事業箇所 

静岡県沼津
ぬ ま づ

市～静岡県下田
し も だ

市 

 

３．現在の事業状況 

【東駿河
ひがしするが

湾
わん

環状道路（延長 15.0km）】 

・早期開通に向け、大場
だ い ば

・函南
かんなみ

IC～函南
かんなみ

IC（仮称）間（延長 1.9km）の調査設計を 

推進中。 

【天城北
あまぎきた

道路（延長 6.7km）】 

・平成３０年度の開通に向け、大平
おおだいら

IC～天城湯ヶ島
あ ま ぎ ゆ が し ま

IC(仮称)間（延長 5.1km）の 

橋梁工事等を推進中。 

・残る区間についても早期開通に向け、事業推進中。 

【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅱ期）（延長 6.8km）】 

・早期開通に向け、橋梁工事等を推進中。 

【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅰ期）（延長 5.7km）】 

・今年度より用地買収着手。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ３０年度開通に向け橋梁工事が進む 

天城北
あ ま ぎ き た

道路 狩
か

野川
の が わ

横断高架橋 

至 大平 IC

橋梁工事が進む 

河津
か わ づ

下田
し も だ

道路(Ⅱ期) 2 号橋 

至 天城湯ヶ島 IC

H28.3 撮影 

至 逆川 IC

至 天城湯ヶ島ＩＣ H28.7 撮影 H28.8 撮影 

至 河津 IC
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４．整備効果 

○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・観光交流の活性化 

 

世界の観光地へステップアップ！！

 東駿河湾環状道路の開通により、伊豆地域北部の観光来訪者数が約１．５倍増加

 道の駅（８駅）をネットワーク化し、地域の多様な観光情報を発信（重点「道の駅」）

 伊豆縦貫自動車道を中心とした道路ネットワーク作りに取り組むことで、アクセスを
向上させ、観光の活性化を図る

■伊豆ベロドローム

2020年東京オリンピック・
パラリンピック自転車競技

の開催地に決定！

世界の観光地へ
ステップアップ

■伊豆道の駅ネットワーク（重点「道の駅」）

駿河湾

開通済

開通済

伊豆ベロドローム

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

各市町おすすめ観光拠点

事業中

H30開通
見通し

開通済

東駿河湾環状道路

天城北道路

河津下田道路
（Ⅰ期・Ⅱ期）

出典：各市町ヒアリング結果

大平IC

天城湯ヶ島IC

函南塚本IC

三島塚原IC

沼津岡宮IC

（函南IC）

大場・函南IC

修善寺IC

河津IC

下田IC

557

810

0

500

1,000

Ｈ20Ｈ21Ｈ22Ｈ23Ｈ24Ｈ25Ｈ26

■伊豆地域北部の観光来訪者数

観
光
来
訪
者
数

（万人） 約1.5倍

（年度）

資料：静岡県観光交流の動向
伊豆地域北部（三島市、函南町、伊豆の国市）

東駿河湾環状道路
三島塚原〜函南塚本

H26.2開通

東駿河湾環状道路
沼津岡宮〜三島塚原

H21.7開通
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個表－１４                     【事業主体：国】 

清水
し み ず

港興津
お き つ

地区岸壁改良事業 
 

１．事業の必要性及び概要 

 港内の物流機能の集約・再編にあわせて、供用後 40 年以上

が経過し、老朽化が著しい興津地区岸壁において、将来にわ

たり港湾施設として機能を発揮できるよう、老朽化対策を推

進します。  

 

２．事業箇所 

静岡県静岡
しずおか

市 

 

３．現在の事業状況 

・老朽化した岸壁の改良工事を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県

清水港

袖師
そ で し

地区 

清水港全景 

静岡市 

興津地区 

岸壁(水深 10m)(改良) 

興津地区 
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４．整備効果                 

○重点：生産性向上による成長力の強化・・・物流の効率化 

＜物流機能の集約・再編＞ 

 紙・パルプを取り扱う岸壁は、日の出地区及び興津地区の 2 地区に点在すること

から、上屋機能を興津地区に一元化するとともに水産輸入品についても当該岸壁

に集約するなど、ふ頭間の再編を行うことにより物流の効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○重点：国民の安全・安心の確保・・・耐震性能の強化 

＜岸壁の老朽化対策＞ 

・ 興津地区岸壁（水深 10m）は、供用から 40 年以上が経過し、経年劣化が進行し

ており、喫緊の老朽化対策が必要になっています。 

・ 国民の安全安心な暮らしと持続可能な経済社会の基盤を確保するため、老朽化対

策とあわせて耐震強化岸壁への改良を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興津地区 

日の出地区

新興津地区 

紙・パルプの集約
既存上屋（機能移転） 新上屋の建造 

(静岡県実施) 

興津地区 アスファルト亀裂状況 興津岸壁 床版 剥落・鉄筋露出状況 

水産輸入品の集約 
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個表－１５                     【事業主体：国】 

天竜川
てんりゅうがわ

水系直轄砂防事業［黒川第４砂防堰堤］ 
 

１．概要 

天竜川
てんりゅうがわ

流域には重荒廃地や中央構造線が位置し、険しい地形と脆

弱な地質に囲まれているため、土石流が頻発し、河道には過去から

の流出土砂が不安定な状態で堆積しています。 

本事業は、太田
お お た

切
きり

川
がわ

流域内および天竜川における JR 飯田線、中央

自動車道、国道 153 号や要配慮者利用施設、避難地、人家等を保全

するため、崩壊地からの土砂流出を防止する砂防堰堤の整備を実施

します。 

 

２．事業箇所 

長野県
ながのけん

上伊那郡
か み い な ぐ ん

宮田村
みやだむら

 

 

３．現在の事業状況 

・砂防堰堤工を推進中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

砂防施設の効果事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒川第 4砂防堰堤

位置図 

 平成2７年度以前

 平成2８年度

 平成29年度

凡　例

中央アルプス

天竜川 

駒ヶ根市 

直轄砂防区域 中央自動車道 

国道 153 号 

JR 飯田線

太田切川 

宮田村

黒川第４砂防堰堤 

太田切川上流部の崩壊地 

完成イメージ

H16.4 月撮影 H19.9 月撮影 平成１９年９月の台風９号

による大雨により、流木を

含んだ土砂が下流に流

出しましたが、尾勝谷第３

砂防堰堤において土石流

捕捉の効果を発揮しまし

た。 

尾勝谷第 3砂防堰堤 
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○重点：地域の活性化と豊かな暮らしの実現・・・企業立地の誘発 

＜砂防事業により土地利用の高度化が進行＞ 

 

駒ヶ根高原スキー場

駒ヶ池広場

駒ヶ池

マレットゴルフ場（Ｓ６０）

駒ヶ根ファームス（ Ｈ６～７）

駒ヶ根高原第３駐車場（Ｓ６３）

駒ヶ根高原第２駐車場

林間駐車場（ Ｈ７～８）

こまくさ広場（ Ｈ７～８）

こまくさ橋（ Ｈ７～８）

　

 
)

水と文化の森（ Ｈ７～８）

民芸村資料館（ Ｈ８）

こまくさの湯（Ｈ５～７）

駒ヶ根橋（Ｓ４２）

こまゆき荘（Ｈ７）

宮田マレットゴルフ場（Ｈ元 )

菅の台キャンプ場

ちびっこ広場

主
要
地
方
道
駒
ヶ
根
駒
ヶ
岳
公
園
線

Ｈ
６

７

　

 
)

Ｈ
１２

１４

太
田
切
川
床
固
工
群

太田切川

○太田切川流域を含む竜西流域の上流域は、崩壊の著しい重荒廃地域で、渓床には不安定土砂が厚

く堆積しており、昭和 36 年 6 月豪雨等では多量の土砂流出により甚大な被害が発生。 

○直轄砂防事業着手後、竜西流域では砂防施設の整備により河道が安定し、近年では著しい土砂流

出は発生していません。 

【昭和 36 年 6 月災害直後】 

【平成 21 年】 

太田切川

駒ヶ根高原イベント風景

0

200
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7
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3

S4
8

S5
3

S5
8

S6
3

H
5

H
1
0

H
1
5

H
2
0

H
2
5

竜西流域の累計事業費（億円）

※H25時点価格

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

S3
5

S4
4

S5
6

H
3

H
2
1

竜西流域の事業所の推移（事業所）

出典：事業所・企業統計調査、経済センサス

※駒ヶ根市、宮田村、松川町の合計値

0

50

100

150

200

250

S4
5

S5
5

H
2

H
1
2

H
2
2

竜西流域周辺の観光客数の推移

出典：観光地利用者統計調査

※駒ヶ根市、宮田村、飯島町、松川町の合計値

（万人）

竜西流域では上流域で砂防堰堤、下流域で床固工群等が整備

された結果、工場等の立地や観光資源の集積等の土地利用の

高度化が進み、地域の活性化にも役立っています。 

昭和 37 年の直轄砂防事業に着手後、砂防施設の

整備に伴い宅地、工場エリア等が拡大 

西西駒駒郷郷（（SS4433））

こここころろのの医医療療セセンンタターー

駒駒ヶヶ根根（（HH2233）） 

昭昭和和伊伊南南病病院院（（SS3311）） 

工場 

工場

４．整備効果 
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個表－１６                     【事業主体：国】 

三
さん

遠南信
えんなんしん

自動車道 
 

 

１．事業の必要性及び概要 

三
さん

遠南信
えんなんしん

自動車道は、長野県飯田
い い だ

市山本
やまもと

から静

岡県浜松
はままつ

市北区引佐町
いなさちょう

に至る、延長約 100km の高

規格幹線道路で、中央道、新東名と連絡し、地域

間の連携強化、三河・遠州・南信州地域の開発、

発展の寄与を目的に計画された道路です。これま

でに、現道活用区間を含めて全体の約５割（延長

約 44km）が開通しています。 

 

 

２．事業箇所 

長野県飯田
い い だ

市 ～ 静岡県浜松
はままつ

市 

 

３．現在の事業状況 

【飯
いい

喬
だか

道路（延長 22.1km）】 

・平成２９年度開通に向け、龍
たつ

江
え

IC（仮称）～飯田
い い だ

東
ひがし

IC（仮称）間（延長 3.4km）の 

橋梁工事等を推進中。 

・残る区間についても早期開通に向け、事業推進中。 

【青 崩 峠
あおくずれとうげ

道路（延長 5.9km）】 

・早期開通に向け、トンネル工事等を推進中。 

【佐久間
さ く ま

道路・三
さん

遠
えん

道路】（延長 27.9km） 

・平成３０年度開通に向け、佐久間
さ く ま

IC（仮称）～東栄
とうえい

IC 間（仮称）間（延長 6.9km）の 

用地買収、橋梁工事等を推進中。 

・残る区間についても早期開通に向け事業推進中。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H３０年度開通に向け橋梁工事が進む 

三
さん

遠
えん

道路・佐久間
さ く ま

道路 大千
お お ち

瀬
せ

川
がわ

橋 

H２９年度開通に向け舗装工事が進む 

飯
いい

喬
だか

道路 下久
し も ひ さ

堅
かた

地区付近 

至 東栄 IC 

至 龍江 IC 

至 飯田東 IC 至 佐久間 IC 

愛知県

Ｎ

三遠南信

自動車道

静岡県

長野県

H28.7 撮影 H28.7 撮影 
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４．整備効果 

○重点：国民の安全・安心の確保・・・広域防災ネットワーク強化￥ 

 

 

 

 

 

国民の安心安全の確保！

県境付近は事前通行規制区間が多く、災害時に連絡できる道路がない

三遠南信自動車道の整備により、地域間を結ぶ交通軸が形成され、災害に強い道
路の整備により広域防災ネットワークが構築

■三遠南信自動車道沿線の土石災害危険箇所・事前通行規制区間

＜並行現道の事前通行規制頻度及び被災状況＞
○H27.4に県道上飯田線喬木村氏乗付近にて、法面崩壊が発生。
○H22.7に国道418号天龍村折立付近にて、路肩決壊により通行止め。（7ヶ月間片側交互通行規制）

県道上飯田線喬木村氏乗付近（H27.4）

国道41 8号（長野県天龍村 折立付近）（H22 .7）

法面崩壊

路肩決壊

広 域 図

静岡県

山梨県

長野県

愛知県

岐阜県

飯喬道路 延長22.1km

開通済 事業中 Ｈ29開通
見通し

事業中
飯田山本IC 天龍峡IC （龍江IC） （飯田東IC） 喬木IC

青崩峠道路
延長5.9km

下伊那地域

奥三河地域
北遠地域

佐久間道路
三遠道路

延長27.9km

飯田市役所

浜松市役所

三遠南信自動車道

開通済
事業中
環境影響評価実施中

現道活用区間
開通済

事業中

高速道路
一般国道
通行不能区間

事前通行規制区間
災害等による通行止め箇所

（Ｈ22.7豪雨災害時）

現道活用

現道活用

環境影響評価
実施中

Ｈ30開通
見通し

（佐久間IC）

（東栄IC）

事業中

鳳来峡IC

浜松いなさJCT

事業中

（小嵐IC）

（水窪北IC）
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調査期間：平成２７年１０月２２日（木）～１１月１８日（水）
対 象 者：中部圏広域地方計画区域内の市町村： 長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県の市町村

（国土形成計画法第１１条第１項に基づく各広域地方計画区域内の市町村）
調査内容：新たな中部圏広域地方計画策定に向けた中間整理に対する市町村からの計画提案について

【主な意見】

リニアを活かしたまちづくり：

・リニア各駅と高速交通（高速道路･鉄道）や地域高規格道路等との結節強化

・リニア鉄道網･道路網を活かし周辺地域と連携した産業･観光振興

防災・減災対策、インフラ整備：

・東西軸、南北軸、環状軸等からなる基幹ネットワークの整備、多重性･代替性を

確保した幹線道路等のネットワーク強化、首都圏のバックアップ体制の強化

地域連携･観光：

・ユネスコ無形文化遺産等地域の個性を活かした観光ルート設定等の観光振興

維持管理・環境：

・インフラの戦略的なメンテナンス取組を重点推進

【参考】

新たな中部圏広域地方計画における
市町村提案の実現に向けて

広域地方計画の策定に際し、市町村からリニアを活かしたまちづくり、防災・減災

対策、インフラ整備、地域連携･観光、維持管理・環境などに関する提案が多く寄せ

られ、H28.3月に策定した広域地方計画にはその内容が盛り込まれました。

中部地方整備局では、これらの実現に向け、関連する各事業を計画的に推進し

てまいります。

研究開発・海外企業投資

医療

維持管理・環境

インフラ整備

地域連携・観光

防災・減災対策

リニアを活かしたまちづくり

2

2

4

6

8

9

14

【施策分野別の市町村からの計画提案数】
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【中部地域における建設技能労働者の過不足率の推移 （６職種計）】

国土交通省が実施している建設労働需給調査によると、中部地域（岐阜県・静

岡県・愛知県・三重県）における建設労働者は、これまでに補正予算による公共

工事の追加があった場合でも、概ね過不足なく均衡している状況にあります。

中部地方整備局では、引き続き施工業者が工事に必要な労働者を確保しやす

いように、年間を通じた工事量の平準化などに努めてまいります。

出典：建設労働需給調査結果（国土交通省）
※数字はモニターから得た回答を基に、下記の式により過不足率を算出する。

※均衡の範囲は管内の労働モニターに聴き取りを行い、０～２０％を均衡、２０％以上を不足、
０％以下を過剰と定義した。

過不足率 ＝

確保したかったが
出来なかった労働者数

確保したかったが
出来なかった労働者数

確保したが
過剰となった労働者数

確保している労働者数

－

＋
× １００

不 足

均 衡

過 剰

不 足

過
不
足
率

（％）

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

-10.0

均

衡

※中部地域 ； 岐阜県・静岡県・愛知県・三重県

※６ 職 種 ； 鉄筋工（土木）・鉄筋工（建築）・型枠工（土木）・型枠工（建築）・左官・とび工

中部地域

過 剰

【参考】

中部地域の建設業の概況
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